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関 玲那 
１． はじめに 
 2019 年度の対馬アクションリサーチ合宿 3 日目に、対馬市立仁田小学校において授業風
景を見学し、その後ヒアリング調査を行った。畑島英史教諭は、長崎大学大学院教育学研
究科を卒業後、対馬では 2015 年からの 4 年間、小学校の総合的な学習の時間（以下、総合
学習）を中心として学校と地域社会とをつなぐ協働学習を行い、そのカリキュラム開発を
行っている。今回見学した授業の様子や伺った話をもとに、仁田小学校における協働学習
についてまとめたい。 
 
２． 仁田小学校での協働学習の様子 
 仁田小学校では、2～4 年生合同の特別な単元を設定し、生活科と総合学習の合科的授業
を行っている。今回ご協力頂いた畑島教諭は 2 年生の担任を務め、授業を担当している。
畑島教諭は現在教員 23 年目であり、対馬における学校教育と地域社会とのつながりを研
究している。まずは仁田小学校について、また、今回見学した授業の様子について記す。 
 
① 仁田小学校について 
 対馬市立仁田小学校は、長崎県対馬市上県町にある小学校である。過去に上県町立伊奈
小学校との統合があったが、児童数は現在も減少傾向にある。複式学級については、今年
度は 3 年生と 4 年生が合同の 1 クラスであるが、来年度には 2・3 年生、4・5 年生の 2 ク
ラスに増える予定だ。今回見学した授業に関しては、低学年と中学年が混合したクラスで
行う特別な授業であるため、例えば 3・4 年生が「総合学習」の授業であるのに対して 2 年
生は「生活科」の授業である、などの難しさも抱える。しかし、異学年の意見を聞き対話
することで、例えば低学年が高学年の学びに対する姿勢を学ぶことなども期待できる。 
 
② 総合学習の様子 
 仁田小学校の総合学習において行われている「ふるさと学習」は、6 月頃から始まる。5
月までは指導する教諭自身が地域について学んだり、カリキュラムを見直す期間を設けた
りするようにしているからだ。6 月頃からは週 3 回程度授業が行われ、まち探検や川遊び、
アスパラガスの収穫体験、河川の水質調査など、児童が実際に外に出て行き、自身の体験
として地域を知る機会を設けている。これまでに行った上記の活動をもとに進められてい
たのが今回見学した授業である。 
授業では、初めにこれまでの活動で学んできた「ふるさと学習」について振り返り、続
いて鹿児島県立垂水市立松ヶ崎小学校で行われている「ふるさと学習」の取り組みが紹介
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された。今後の授業では松ヶ崎小学校の児童たちとともに Skype での授業を進め、それぞ
れの活動をもとにしたクイズ大会を開く予定だ。今回はそのための「仁田っ子クイズ」の
作成に取り組んだ。過去の活動で川遊びをした仁田川をテーマとして取り上げ、児童たち
にクイズを考えさせることで、児童たちは改めて仁田川の特徴や良さについて考えていた。
また、その他の活動や今後の活動もクイズにできる可能性があるため、それぞれの地域学
習がつながるポイントにもなる。遠く離れた鹿児島県の小学校と繋がることで、他の地域
についての理解や関心を深められることに加え、反対に自分たちのふるさとへの理解や関
心が深まることも期待できる。 
 
３． 協働学習の目的と期待 
 ここからは、授業の後に行った畑島教諭へのヒアリング調査をもとに、教諭のねらう協
働学習の目的と期待についてまとめる。 
畑島教諭は、総合学習の中で地域社会と連携した協働学習を実践することで、総合学習
のねらいに留まらず、対馬での人材育成につなげることを目的に研究を行っている。児童
たちは地域について知るとともに、地域の抱える課題について実際に触れ、解決策や納得
解を導き出すという体験ができる。また、まちづくりや地域おこしについての学習は、学
校が中心となるかたちで地域振興にも貢献することが期待される。ふるさと学習の中で児
童が地域に繰り出し人々と関わっていくことで、小学校に対する地域からの関心が高まり、
地域として盛り上げることができる。さらには小学校に協力しようと働きかけてくれる
人々の出現も期待できる。小学校から情報発信していくことが地域全体を動かすことにつ
ながる可能性を感じる。 
対馬市では仁田小学校だけでなく、小学校全体として児童数の減少が深刻になっている。
ほとんどの小学校が小規模校であり、その多くが複式学級を有している。複式学級という
ものは世間的にも軽んじられており、偏差値が低くなるというのが一般論であるが、畑島
教諭は「それを覆すためには何かしなければ」という思いで質の高い教育を目指し取り組
んでいると語った。「都心ではできるけど対馬だからできない教育があるというのが嫌」
であると語り、近くに情報源が少ないからこそ今回の授業のように Skype を利用し、他校
とつながる機会を設けるといった工夫をしている。また、児童や教諭が思った“やりたい
こと”を最後まで実現させてあげるようにしているそうだ。主体性を重んじた質の高い教
育を実現しようと努め、また、児童だけでなく周りの教諭達も含めた人づくりに励む畑島
教諭の協働学習や教育に対する熱意が伝わってきた。 
 また、畑島教諭は最終的に「海と農業」について児童とともに考えていきたいと語って
いた。対馬は海に囲まれた島であり、海洋プラスチックゴミによる汚染の問題がある。こ
れは対馬を学ぶ中で避けられない地域課題である。今児童たちが学習している内容が海の
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環境にどう繋がっているのかを考え、解決できるかといった学習に取り組んでいきたいそ
うだ。 
 
４． まとめ・考察 
今回、仁田小学校での協働学習を見学しヒアリング調査を行った中で、仁田小学校なら
ではの取り組みを知り、また、協働学習の課題も見えてきた。 
対馬は豊かな自然に恵まれ、独自の文化もあり、児童がふるさと学習に取り組む場とし
て絶好の地域であると感じたが、その一方で、過疎化による児童の減少を中心に小学校が
抱える問題は少なくない。仁田小学校ではそのような状況の中で、子供にとって主体的に
ふるさと学習に取り組みやすい場が提供されていた。学年が混ざった複式学級のクラスで
も、逆に上手く利用することで全員が考え、発言できる環境があった。授業の中でも、中
学年の児童に負けずに低学年の児童も積極的に発言していたことが印象的だ。ふるさと学
習の授業をするにあたっては、むしろ複式学級が弱みではなく強みになるのではないか、
とも考えさせられた。最終的に、児童が地域について知るだけでなく、積極的に地域のた
めに動ける人材に成長する、という目的のためにも児童の主体性は重要なポイントになる
だろう。 
 また、年度初めにカリキュラムを練り直す時間を十分に取ることや、児童や教諭から出
てきた希望を実現させようと取り組む畑島教諭の姿勢は、形式的な総合学習やふるさと学
習ではなく、柔軟で能動的であると感じた。地域と学校がつながることが不可欠な協働学
習の場において、このような姿勢はとても重要ではないだろうか。 
あらゆる学校において、協働学習を広めることが難しい原因として、地域と学校に距離
があることが挙げられる。ただのカリキュラムに留まらず地域に繰り出し柔軟に動く姿勢
は、地域振興のためには必要な要素であるだろう。また、小学校から情報を発信し動き出
すことで、まちづくりや地域おこしに繋がっていけば、地域だけでなく児童にとっても有
益である。実際に自らが働きかけた活動が実を結ぶことは、成功体験として成長や自信に
繋がるだろう。地域と小学校との協働学習が良い流れとなって今後も続いていくことを期
待する。 
 
５． 感想 
 今回の仁田小学校の訪問では、授業見学と畑島教諭へのヒアリングの時間のみであっ
た。もしまた同じような調査の機会があれば、児童と実際に関わり、話を聞いてみるとい
った活動が、調査を更に有意義なものにするだろうと思われる。合宿の中で対馬高校ユネ
スコスクール部の生徒と話した際に、意外な意見や感想が出てきたことが私にとって印象
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的だった。小学生も同様に、実際に地域に住んでいる子供の感覚や考えに触れる機会があ
れば、また違った発見がありそうだ。 
 また、授業の中で鹿児島県の小学校と Skype を通じて授業する取り組みにも関心をもっ
た。遠く離れた、普段なら会うことも見ることもないような地域の人々と関わることは児
童にとっても刺激的であるだろう。興味関心を引きつつ、改めて学習の機会やきっかけを
設けるのに Skype 学習は適していると感じた。楽しく取り組むことができて、尚且つ知識
のアウトプットができる。小規模学校だからこそ生まれた発想なのかもしれないが、他の
学校でも取り入れてみても良いのではないだろうかと思う。 
 対馬での 4 日間の合宿は、都心で育ってきた私には目新しいことが多く、毎日が新鮮な
ものだった。多様な自然と文化に触れ、地元の人々のお話を聞けたことは貴重な体験とな
り、新たな知識を得られた。小学校の見学以外にも、荒れた森林や海洋プラスチックゴミ
を実際に目にしたことで、環境問題がより一層深刻になっていることを痛感することがで
きた。後日、対馬に関する研究や実践活動を発表・共有する場である「対馬学フォーラム」
にも参加した。その際には、地元の人々や地域団体だけでなく、島外の研究者や学生の目
線から捉えた対馬を更に知ることができた。対馬での合宿やイベントを通して得られた対
馬ならではの経験を、今後の活動や自分自身の取り組みにも活かしていきたい。 
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